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2015年・東北の主な災害

平成27年4月3日　岩木川融雪洪水

平成27年4月13日　蔵王山の噴火警報

平成27年6月～9月　少雨による渇水

平成27年7月25日　斉内川の堤防決壊

平成27年9月11日　関東・東北豪雨

平成27年9月17日　チリ中部沖地震による遠地津波

自然豊かな東北…
その大自然は、時に
私たちの脅威に変貌する。
2015年、未曾有の大震災からの復興が現在も進行中の東北・・・。
大雨による洪水、深刻な水不足、火山活動の活発化、世界各地で起こる大規模地震による津波…
この１年も自然災害のニュースが日常的に飛び込んできました。
日本に暮らす私たちの日常は、自然災害といつも隣り合わせであることを実感させられます。
「東北の自然災害2015」は、2015年に起きた自然災害と国土交通省東北地方整備局の対応について
記録するとともに、今後起こりうる自然災害に対し、より迅速な対応を図っていくよう記録したものです。

洪水
渇水
火山
津波

宮城県

青森県

秋田県

山形県

福島県

岩手県

宮城県青森県 秋田県 山形県 福島県岩手県

21

東北の自然災害 2015



猪苗代湖

田沢湖

小川原湖

十和田湖

阿武隈川

名取川

只見川

最上川
赤川

北上川

鳴瀬川

北
上
川

阿賀川

雄物川

子吉川

斉内川

米代川

岩木川

馬淵川

高瀬川

奥入瀬川

馬淵
川

津軽
海峡

仙台湾

陸奥湾

日本海

太平洋

入道崎

舮作崎

塩屋埼

尻屋崎

大間崎

龍飛崎

白神岬

鳥海山

岩手山

燧ヶ岳 八溝山

飯豊山

朝日岳

八幡平
森吉山

駒ヶ岳

栗駒山

早池峰山

月山

磐梯山

帝釈山

岩木山 八甲田山

那須岳

男鹿半島

牡鹿半島

津軽半島 下北半島

仙台平野

米沢盆地

会津盆地

津軽平野

飯豊山地

吾妻山

朝日山地

蔵王山

奥羽山脈

櫛形山脈

白神山地

三
陸
海
岸

下
北
丘
陵

北
上
盆
地

横
手
盆
地

山
形
盆
地

阿
武
隈
高
地

出
羽
山
地

北
上
高
地

津
軽
山
地

仙台

青森

郡山

いわき

秋田

福島

山形

盛岡

奥州

白河

南相馬

白石

大崎
鶴岡

湯沢 大船渡

一関

大仙由利本荘

会津若松

米沢

石巻

酒田

新庄

横手 釜石北上

気仙沼

宮古

花巻

大館

久慈

二戸

十和田

五所川原

むつ

能代

弘前

八戸

福島県

宮城県

山形県

秋田県 岩手県

青森県3日

13日

　
25日

11日

17日

■ 4月

■ 4月

　
■ 6月～9月
　
　
■ 7月

■ 9月
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岩木川融雪洪水
岩木川で発生した融水洪水は河岸沿いの河川管理用通路を越水、３地区の果樹林が冠水。

蔵王山の噴火警報
火山活動の活発化にともない噴火警報発表、風評を含め周辺の観光業に影響。

少雨による渇水
東北管内9水系12事務所3ダム管理所で渇水対策支部を設置し、関係機関と連携して対応。

斉内川の堤防決壊
秋田県を中心とした前線性豪雨に伴い、雄物川水系斉内川で堤防が決壊し、浸水被害が発生。

関東・東北豪雨
宮城県に東北初の大雨特別警報発表。鳴瀬川、吉田川、江合川等で大規模な浸水被害。

チリ中部沖地震による遠地津波
チリで発生した大地震に伴い津波警報発表、日本各地で排水樋門・水門等の操作を実施。

「2015年・東北の主な災害」

Tohoku in 2015.

岩木川融雪洪水

斉内川の堤防決壊

蔵王山の噴火警報
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関東・東北豪雨

少雨による渇水

洪水

凡　例

渇水

火山 津波

災害の発生地域
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降雨状況

融雪期（3～5月）としては、観測史上4番目の水位を記録。
岩木川の特徴である中流部の河川敷内の果樹林が冠水。

4月4日
10:30

目屋ダム雨量観測所（国）
● 降雨時間：4月3日　5時～17時
● 最大時間雨量：28mm　
● 累加雨量：102mm　

水位状況

三世寺観測所（国）の最高水位は17.52m
（3日19時）であり、水位記録のある45年
間の融雪期（3～5月)の洪水としては、4番
目に高い水位を記録。この洪水により弘前市
藤崎町において、河川敷の果樹林が冠水。　

被害状況 この洪水では、河道監視のための河川管理用通路を越水し、弘前市鳴瀬地区は約7.7ha、白子地区は約43.2ha、
藤崎町真那坂地区は約8.0haの3地区の果樹林が冠水しました。

４月としては異例の大雨、
融雪も伴い大きな洪水となった。

三世寺水位観測所の歴代最高水位TOP5

発生日 発生時刻 最高水位 順位

平成9年 5月 8日 14:00 18.37ｍ 1

昭和55年4月6日 23:00 17.80ｍ 2

平成17年4月7日 24:00 17.62ｍ 3

平成27年4月3日 19:00 17.52ｍ 4

※水位記録のある昭和46年から現在までの順位（45年間）

新鳴瀬橋上流側（弘前市大字三世寺）

浅瀬石川ダム（国）津軽ダム（国建設中）
目屋ダム（県）

平常時 洪水時

※青森河川国道事務所作成

洪水 青森県 ｜ 平成27年4月3日　岩木川融雪洪水

昭和54年3月31日   6:00 16.84ｍ 5

岩木川融雪洪水の概要

４月４日　果樹林の冠水状況

藤崎町真那坂地区
（冠水面積　約８．０ha）

4月3日 17:50　藤崎町真那坂地区 4月4日 7:20　弘前市鳴瀬地区 4月5日 10:00　藤崎町白子地区

弘前市鳴瀬地区
（冠水面積　約７．７ha）

藤崎町白子地区
（冠水面積　約４３．２ha）

弘前市大川地区

岩木川

岩木川

４７．０K
（河口からの距離）

４６．０K

４5．０K

平川

藤崎橋 安東橋

後長根川

三世寺水位観測所

新鳴瀬橋

果樹林冠水地区
（弘前市・藤崎町）

三世寺水位観測所

水位観測所

位置図

等雨量線図

目屋ダム雨量観測所
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雨量（H9.5） 雨量（H17.4） 雨量（H24.3） 雨量（今回）H27.4
水位（H9.5) 水位（H17.4) 水位（H24.3) 水位（今回）H27.4

水防団待機水位 13.00m

H.W.L 17.23m

※時間軸は平成27年４月（今回）28h

13h42h

14h

はん濫注意水位 14.00m

避難判断水位 16.10m

雨 量

水 位

急激な水位上昇

※水位上昇からピーク水位までの時間
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三世寺上流
4月4日
9:30

三世寺下流
4月4日
9:30

三世寺下流
4月4日
9:30

三世寺上流
4月4日
9:30

三世寺下流
4月4日
9:30

平川
藤崎橋下流
4月4日
9:30

青森県 ｜洪水

幡龍橋における雨量・水位状況

岩木川　三世寺上下流の状況

平成27年4月平成24年3月平成17年4月平成9年9月

岩木川融雪洪水の特徴

平成27年4月3日　岩木川融雪洪水

幡龍橋水位観測所

■ 過去の等雨量線図の比較（累加雨量mm）

過去の融雪洪水と比較して、急激な水位上昇を記録。

平成27年4月2日 4月3日 4月4日 4月6日4月5日
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津軽ダムがあった
場合の水位
T.P.+17.0m

果 樹 林管理用通路

平水位T.P.+11.48m

県道

目屋ダム

異常洪水時防災操作と下流水位
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目屋ダム・津軽ダムの効果

青森県 ｜ 平成27年4月3日　岩木川融雪洪水

　現在建設中の津軽ダムが完成（平成28年度予定）していた場合には、水位を約
120cm低減させることができたものと推察され、今回のような果樹林の冠水被害は
大幅に軽減できたものと思われます。　

4月3日融雪洪水では、
目屋ダムにより、三世寺地区で約70cm水位低減、
現在建設中の津軽ダムが完成していた場合には、
更に水位を50cm低減できたものと推察されます。

目屋ダム　地点貯水位・流入量・放流量

三世寺観測所近傍（河口から46.4k地点）

670m3/s

190m3/s

津軽ダムが完成
することによる
水位低減効果
約120cm

目屋ダムによる
水位低減効果
約70cm

最大流入時調節量
480m3/s

4月3日 4月4日

弘前市
目屋ダムが無かった場合の水位T.P.+18.2m
H27.4.3実績水位（三世寺）T.P.+17.5m

H.W.L T.P.+18.89m

目屋ダムピーク放流
時間（3日23:00）

目屋ダムただし書き操作
開始時間（3日18:47）

三
世
寺
↓
幡
龍
橋

（
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到
達
時
間
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３
時
間
）

上
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木
橋
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三
世
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（
洪
水
到
達
時
間
約
３
時
間
）

４月３日１８時４７分に異常洪水時防災操作に移行
※異常洪水時防災操作による放流は、下流観測所の最高水位より後に到達している。

津軽ダムによる洪水調節状況

※異常洪水時防災操作……
　異常な豪雨により計画よりも大きい量の洪水がダム貯水池へ流れ込む場合、
　ダムに入ってくる水量と同じ水量を下流に流す操作。

上岩木橋

幡龍橋
三世寺

目屋ダム

位置図

目
屋
ダ
ム
↓
上
岩
木
橋

（
洪
水
到
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時
間
約
２
時
間
）

上岩木橋

三世寺

幡龍橋

最高貯水位184.69m
（3日22:50）

最高水位42.49m
（3日16:30）

最高水位17.52m
（3日19:00）

最高水位14.87m
（3日22:00）

目屋ダム（青森県管理）は、４月としては
平成１７年４月以来の１０年ぶりに
計画高水流量500㎥/sを超過したことから、
異常洪水時防災操作を実施。

目屋ダム現況写真（H26.9撮影）

津軽ダム
（H28完成予定） 目屋ダム
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 東日本大震災以降、蔵王山の火山活動が活発化
H２６.８ １０６回火山性地震を観測
H26.１０ 蔵王山の御釜内で湖面の一部白濁を２回確認（8日、19日）
H２６.１０. ２９ 整備局は避難計画検討が速やかに行えるよう
 「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画」策定前倒しを公表
H２７.３.２３ 宮城・山形両県が「蔵王山火山防災協議会」を設置

平成２６年度

H２７.４.１３ 蔵王山の「火口周辺警報（火口周辺危険）」発表
 警報発表以降、風評により地域経済に大きな影響が出始める
H２７.５.１３ 国土交通省は西村副大臣を座長とする「蔵王山火山防災推進会議」を省内に設置
 ⇒ 火山監視・観測体制の強化、観光に関する情報発信、観光道路の通行規制等の火山防災の推進方策について検討

H27.５.１８ 気象台が蔵王刈田岳に火山監視カメラを設置
H２７.５. ２５ 整備局は「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画」策定
 宮城・山形県が実施する緊急減災対策の基本計画を示した
H２７.６.８ 整備局は「蔵王山防災訓練」を実施
 関係機関との情報伝達や緊急調査などの実施を想定した訓練
H２７.６. ９ 整備局は「蔵王山火山情報連絡会」を開催
 防災面や観光面における、より効果的な対策を講じるため、
 地方自治体、国、県の防災と観光部局、地元観光協会の関係者が
 一堂に会して情報共有を行い、外向けに正確な情報を発信
H27.６.１２ 全国の火山を対象とし「火山防災推進会議」（座長：西村副大臣）を設置・開催
H２７.６.１６ 蔵王山の「火口周辺警報（火口周辺危険）」解除
 警報解除を受け、御釜を含む想定火口（馬の背カルデラ）内及び
 周辺一部登山道を除き規制区域解除
H27.6.１７ 「火山防災推進会議」において蔵王山の火口周辺警報解除に伴う対応等確認
H27.６.２２ 蔵王山の火口周辺警報の解除に関し、正確な情報発信を国内旅行業者に依頼
 蔵王エコーラインの全線開通を情報発信
H27.12.15 濁川に仙台河川国道事務所が「火山泥流監視用カメラ」設置

Ｈ２７.６.８　火山防災訓練（実施状況）

H26.10.8／御釜で確認された白濁
（山形大学撮影）

平成２７年度

Ｈ２７.６.８ 火山防災訓練（降灰量調査）

Ｈ２７.６.22 蔵王エコーライン開通式

カメラ画像（昼間）

　「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画」が平成27年5月に策定され、その緊急ソフ
ト対策の一環として、一級河川阿武隈川水系濁川に火山泥流や土石流などを監視するカ
メラを仙台河川国道事務所が設置しました。
　● 蔵王山が万一噴火し火山泥流が発生した場合、濁川の状況をリアルタイムで配信。
　● 蔵王山周辺の降灰状況をリアルタイムで配信。
　● カメラ設置により、大規模な火山泥流や土石流をいち早く捉え、市・町などが行う
　　 避難行動への支援を行います。

蔵王山における火山活動の高まりと東北地整の対応状況

噴火時の迅速な避難行動支援

火山 宮城県・山形県 蔵王山 ｜ 平成27年4月13日 蔵王山の噴火警報

１．火山活動の状況及び予報警報事項
　　蔵王山では、御釜付近が震源とみられる火山性地震が増加しています。
　　蔵王山では今後、小規模な噴火が発生する可能性があります。
　　想定火口域（馬の背カルデラ）から概ね1.2kmの範囲では噴火に伴う弾道を描いて飛散
　　する大きな噴石に警戒してください。

２．対象市町村等
　　以下の市町村では、火口周辺で警戒してください。
　　・宮城県：蔵王町、七ヶ宿町、川崎町　・山形県：山形市、上山市

３．防災上の警戒事項等
　　想定火口域（馬の背カルデラ）から概ね1.2kmの範囲では噴火に伴う弾道を描いて飛散する
　　大きな噴石に警戒してください。地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らない
　　でください。また、風下側では火山灰や小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれが
　　あるため注意してください。
　＜噴火予報（平常）から火口周辺警報（火口周辺危険）に引上げ＞

蔵王山の
火山活動が活発化。 　4月13日13時30分、仙台管区気象台より、小規模な噴火の可能性あり。想定火口域

から概ね1.2ｋｍ範囲で警戒が必要。これは、噴火予報（平常）から火口周辺警報（火口
周辺危険）へ引上げられたことによる発表となりました。
　なお、6月16日09時00分、仙台管区気象台より蔵王山に噴火警報解除が発表されま
した。

噴火警報本文

４月１３日１３時３０分、
仙台管区気象台より蔵王山に噴火警報が発表。

「蔵王山火山防災推進会議」
国土交通省では、火山地域を支援するため、「火山防災推進会議」
（座長：西村副大臣）を設置し、以下について総合的に推進

●火山の監視・観測体制の強化
●防災と風評被害の双方の観点を考慮した丁寧な情報発表
●地元自治体との連携強化　

カメラ
（新設）

カメラ（既設）
・蔵王町
・気象庁

カメラ（既設）
・気象庁

カメラ設置位置図

川 崎 町

蔵 王 町

御釜

遠刈田
温泉♨

♨青根温泉♨峩ヶ温泉

蔵王
エコ
ーラ
イン

澄川
→

獨川→
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火山 宮城県・山形県 蔵王山 ｜ 平成27年4月13日 蔵王山の噴火警報

岩手山

　蔵王山の火山噴火時に発生が想定される溶岩流、火山泥流、土石流等の土砂災害による被害を軽減することを目的に、平成25年

2月、「蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会（以下、委員会）」を設置し検討に着手しました。

平成26年10月9日仙台管区気象台が発表した「蔵王山の火山活動解説資料（臨時）」により、「御釜及びその周辺では新たな噴

気孔の発生、火山ガスや泥の噴出物等の現象も考えられる」との注意情報が出されたことから、整備局では「蔵王山火山噴火緊急

減災対策砂防計画」の検討作業の前倒しを平成26年10月29日公表しました。

　また、宮城・山形両県が平成26年10月31日に設置した「蔵王山火山防災協議会」での噴火計画レベル導入や避難計画等の検討

にあたり、整備局は委員会でとりまとめた噴火シナリオ、火山ハザードマップについて情報提供を行いました。

蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画

　全国には110の活火山が存在し、このうち東北地方には18火山(※1)が分布しています。
　平成19年度から国土交通省では、火山噴火に伴い発生する土砂災害に対して、緊急対策を迅速かつ効果的に実施し、被害をできる
限り軽減（減災）するために「火山噴火緊急減災対策砂防計画」の策定を進めています。
　計画策定は、火山活動が活発で社会的影響が大きい全国29火山を対象とし、東北地方整備局管内では9火山（※２）について計画を
順次策定してきています。

火山噴火緊急減災対策砂防計画とは

※１東北地方の１８の活火山
　恐山、八甲田山、岩木山、十和田、八幡平、岩手山、秋田焼山、秋田駒ヶ岳、鳥海山、栗駒山、鳴子、肘折、
　蔵王山、吾妻山、安達太良山、磐梯山、沼沢、燧ヶ岳（ひうちがだけ）
※2東北地方の火山噴火緊急減災対策砂防計画策定状況

策定済

進捗状況

策定中

蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画

蔵王山火山防災協議会
（行政のみの連絡会議を10月31日設置）

※県・市町村主体（宮城・山形）

※国主体（東北地方整備局）

ハード・ソフト対策 噴火シナリオ

噴火警戒レベル 避難計画

火山防災マップ

防災訓練

（住民へ周知）

秋田駒ヶ岳

火山名

岩手山
吾妻山
岩木山
鳥海山
安達太良山
蔵王山
磐梯山（北陸地方整備局）
秋田焼山

平成２１年度

策定年

平成２２年度
平成２４年度
平成２６年度
平成２６年度
平成２6年度
平成２7年度
平成２7年度
平成２9年度

火山噴火時に発生が想定される溶岩流、火山泥流、土石流等の土砂災害による被害を
軽減するため、国及び県の砂防部局がハード・ソフト両面の対策を定めるものです。
計画策定にあたっては、砂防部局が火山毎に設置する委員会(学識経験者、気象庁、
自衛隊、消防、警察などの関係機関及び県・市町村などにより構成)において、検討
しています。

■ 「火山噴火緊急減災対策砂防計画」のイメージ図

東北地方の火山噴火に関する取組み

「火山噴火緊急減災対策砂防計画」を策定状況

蔵王山の火山活動に対して、
減災計画の策定や
避難行動への支援を実施。

リアルタイムハザードマップ
による危険区域の想定

火山山麓緩衝地帯の設定

緊急支援資機材の備蓄

火山防災ステーション機能の強化

火山監視機器の緊急整備

緊急ハザードマップの施工
（除石・遊砂地・導流堤など）

光ケーブル等の情報通信網の整備

東北地方の活火山

岩手県

青森県

秋田県

山形県 宮城県

福島県

火山ハザードマップ
恐山

八甲田山
十和田

岩木山

八幡平
岩手山

秋田駒ヶ岳

秋田焼山

鳥海山

肘折

栗駒山

鳴子

蔵王山

安達太良山
吾妻山

磐梯山

沼沢

燧ヶ岳
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県庁所在地
の降水量

（H27.8.31現在） 12水系中9水系で基準流量を下まわった。

渇水 東北全般 ｜ 平成27年6～9月　少雨による渇水

岩木川の状況　上岩木橋付近（８月１２日） 雄物川の状況　岩館地点付近（8月10日) 名取川の状況　名取橋付近（６月２日）

※日毎の流量は、毎時9時の観測データ（速報値）

※写真は当該事象とは関係ありません。

東北管内で過去5ヵ年平均雨量と比べ、
少ない地域では約4割の降雨量。
広域的な渇水が問題に。

河川流況

青森市

盛岡市秋田市

仙台市山形市

福島市

(mm) (mm)

(mm)

青森市 秋田市

山形市

42%

81%

60%

(mm)(mm)

(mm)

(mm)

福島市仙台市

盛岡市

6市平均

61%

80%

55%

45% 40%
86% 75% 53% 70%

72%
40%

35%

皆瀬川

名取川

岩木川

凡　例

過去5ヵ年平均雨量

県庁所在地

H27年雨量
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水 系 名

岩 木 川

支部設置水系

高 瀬 川

馬 淵 川

北 上 川 北 上 川

鳴 瀬 川

名 取 川

阿武隈川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

河 川 名

岩 木 川

高 瀬 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

吉 田 川

名 取 川

広 瀬 川

阿武隈川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

明 治 橋

狐 禅 寺

基準地点
河 川 流 況

五所川原

上 野

剣 吉

鳴瀬川中流堰下流

落 合

名 取 橋

広 瀬 橋

舘 矢 間

二 ツ 井

椿 川

宮 内

高 屋

熊 出

20

70

基準流量
（m3/s）

19

2

16

2

1.5

1.5

1

40

45

80

11

60

2

7月 15日

7月 13日

最低流量（6月～8月）
（m3/s）

7月 16日

6月　1日

7月 15日

8月　6日

8月　6日

8月　8日

8月　7日

8月　9日

7月 13日

7月18日

8月　4日

8月　6日

8月　6日

22.39

85.01

6.50

7.15

8.95

1.77

0.95

1.08

0.34

46.29

39.10

74.39

4.69

59.27

2.63

基準流量を下まわった河川・流量・月日凡　例



赤川

最上川

子吉川

雄物川

米代川

岩木川
高瀬川

馬淵川

北上川

鳴瀬川
名取川
阿武隈川

上野

狐禅寺

広瀬橋

名取橋

舘矢間

明治橋

剣吉

中流堰下流

落合

（石切所）

鳴子ダム

（荒雄）

浅瀬石川ダム

凡 例
：正常流量基準地点（補助地点）

：基準流量を下回った地点

：直轄管理区間

：指定区間

五所川原

二ツ井

椿川

宮内

高屋

白川ダム

釜房ダム

熊出

（上岩木橋）

（糠野目）

（岩崎）
（岩館）

対策実施期間

浅瀬石川ダム（7月6日）

主なダムの状況

利水調整会議・渇水情報連絡会による調整

　各河川の基準地点において正常流量を下回り、9水系12事務所
3ダム管理所で渇水対策支部を設置、河川状況の監視強化、ダム
による補給や、渇水連絡協議会において関係機関との情報共有な
どに取り組み、無事渇水を乗り切りました。

渇水対策支部を設置した河川東北管内9水系12事務所
3ダム管理所で渇水対策支部を設置。

渇水 東北全般 ｜ 平成27年6～9月　少雨による渇水

人びとの暮らしを脅かす「水不足」。
その危機を乗り切るために、
関係機関が連携。

岩木川

水系名 ６　月
（注意）

6/8設置 7/2解除 7/13設置 8/7設置7/27解除

7/13設置 7/27解除

7/10設置 7/27解除

7/9設置 8/31解除

6/18設置 9/17解除

8/6設置 9/4解除

7/13設置 8/31解除

7/13設置 8/31解除

8/6設置 8/31解除

7/13[17]設置7/27解除

8/18解除

8/7設置 8/17解除

（注意） （注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

（注意）

7　月 8　月 9　月

子吉川

雄物川
［玉川ダム含む］

米代川

最上川
［最上ダム統管含む］

赤川

高瀬川

鳴瀬川

北上川（下流）
［鳴子ダム含む］

北上川（上流）
［北上ダム統管含む］

馬淵川

名取川
［釜房ダム含む］

阿武隈川（下流）

阿武隈川（上流）

青森市

盛岡市
秋田市

仙台市

山形市

福島市

鳴子ダム

釜房ダム

浅瀬石川ダム

8月20日現在　貯水位179.13m

8月26日現在　貯水位314.24m

岩木川水系　7月23日会議

名取川水系　８月３日会議

8月13日現在　貯水位233.08m

普段水没している地山部分が大きく露出している

普段水没している地山部分が
大きく露出している

8月20日の水位
179.13m

7月6日の水位
185.43m

普段水没している地山部分が
大きく露出している

8月20日現在　貯水位140.22m

白川ダム
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渇水 東北全般 ｜ 平成27年6～9月　少雨による渇水

胆沢ダム
の効果

平成６年と同程度の厳しい渇水を
胆沢ダムで乗り切った。
胆沢ダムが完成する２年前迄の運用だったら、平成６年渇水の再来でした。

●今年のような渇水であっても、胆沢ダムで十分な水量が確保され
　満足している。
●出穂時期、十分な水量で水不足の心配が無く安心感があった。
●水路に十分な水が流れており、安心感は計り知れない。
●水量が確保されているので水田を見回る手間が７割ほど減った。
●従前であれば今年は間違いなく番水制で水管理を行っていた。
　今年は取水口の清掃、圃場の見廻り程度で済んだ。

ダムが果たした効果

深刻な「水不足」への補給、
ダムが効果を発揮。

280

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
千

6月

石淵ダム　最低水位（ EL 300.00m）

胆沢ダム　最低水位（ EL 304.00m ）

洪水貯留準備水位 EL 342.90m　（胆沢ダム） 平常時最高貯水位 EL 345.60m（胆沢ダム）

胆沢ダム　貯水位推定；石淵ダム貯水位

7月 8月

6月 7月 8月
※ 平成27年8月は21日迄

9月

平成27年水田の状況

10月

貯
水
位
（
m
）

補
給
量
（
m
3
）

290

300

310

320

330

340

350

360
非洪水期(～6/30) 洪水期(7/1～9/30) 非洪水期(10/1～)

胆沢ダムからの補給により、
「水稲に大切な穂ばらみ期」を乗切ることが出来た
※8/21迄に東京ドームで約60個分をダムから補給

釜房ダムにて下流河川の流量を確保するため、
約1,300万m3（東京ドーム約１０杯分）のダム貯留水を補給

釜房ダムから補給した量
7月3日～8月13日（42日間）

約1,300万m3（東京ドーム約10杯分）
うち、水道補給量：約540万m3
下流河川補給量：約760万m3

約3,700haのかんがい用水及び仙台市水道水の約4割分を供給

〔推定〕“石淵ダムで胆沢ダムと同様の補給を行っていた場合”
▶▶「７月上旬で補給不能」となっていた

平成２７年は胆沢ダムにより、平成６年渇水の約５倍の水量を補給

4,760

19,258

5,676

28,109

4,918

22,282

東京ドーム
約18個分

東京ドーム
約23個分

東京ドーム
約16個分

胆沢ダム貯水位　（推定；石淵ダム貯水位）

釜房ダム
の効果

釜房ダム管理所では、各利水者と調整し
安定的に水利用ができるようダム貯留水
から水を補給。

　釜房ダムにて下流河川の流量を確保するため、約1,300万m3（東京
ドーム約10杯分）のダム貯留水を補給することで、約3,700haのかん
がい用水及び仙台市水道水の約4割分を供給しました。

釜房ダムの渇水に対する利水効果

胆沢ダム

かんがい用水補給量の比較（平成6年と平成27年） 地元の声（平成27年７月～８月に実施した農家へのヒアリング結果より）
河川流況 釜房ダム状況写真

名取橋観測所流況写真 6月2日　釜房ダムからの補給前状況 8月20日　貯水位　EL140.22m

川底の露出

名取川

釜房ダム

0

5

10

15

20
（m3/s）

7月3日

釜
房
ダ
ム
（
流
量
）

7月13日 7月23日 8月2日 8月12日

釜房ダムが無かった場合の流量

釜房ダムからの補給量

補給によりダム水位が低下
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渇水 東北全般 ｜ 平成27年6～9月　少雨による渇水

　今回の渇水では岩木川の上岩木橋地点において、8月12日時点
で1.5m3/s程度まで水量が減少し、水面のよどみや、川底の露出
が発生しました。
　津軽ダムは、上岩木橋地点において、取水及び河川環境の保全に
必要な5m3/s以上を確保することから、今回のような渇水におい
ても水量が確保され、
番水は行われず、十分
な取水、良好な河川環
境が図られたものと推
測されます。

〈津軽ダム〉
8月12日時点で4,480万m3

(貯水位195m)の水をストック

〈目屋ダム〉
8月12日に最低水位
を下回り貯水率0％

目屋ダム
の効果

もし津軽ダムが完成していたら、
安定的な水の供給が可能。
目屋ダムは、8月12日に貯水率が0%となりましたが、もし津軽ダムが完
成していれば、8月12日時点で5８%（約4,480万m3）の水がダムに蓄
えられており、安定的な水の供給ができたものと推測されます。

目屋ダムと津軽ダムの貯水位の経過

平成27年8月12日時点の貯水量

河川流況

成瀬ダム
の効果

もし成瀬ダムが完成していたら、今回実施の番水が解消。
　岩崎橋地点で水量が減少したことから、一部の土地改良区では番水による対策がとられました。過去にも昭和53、59、
60年、平成元、6、11、18、19、23、24年など頻発して渇水が発生し、その度に番水制を余儀なくされてきました。
 今回の渇水においては、成瀬ダムがあった場合、ダムからの補給により十分な流量が確保されるため、37日間実施された
番水が解消されるほか、良好な河川環境が保たれたものと推測されます。

成瀬ダムが完成していた場合の効果予測

■ 成瀬頭首工

成瀬ダムが完成していたならば…

ダム
から
補給

頭首工下流の状況 今回渇水時：0.1m3/s　流下状況

成瀬ダム完成後：
渇水時でも2.8m3/s以上を確保し、
流況が改善されます

〇渇水対策支部設置　　　　
・H27.7.9～H27.8.31
〇番水
（平鹿平野地区の成瀬頭首工掛かりの一部受益地）
・H27.7.18～H27.8.23

※正常流量とは、流水の清潔の保持、魚類が生息するために必要な水深を確保する流量などで、
　適正な河川管理のために定めるものです。岩崎橋地点における正常流量は2.8m3/sとしています。
※流量は暫定値であり、確定値ではありません。

■ 新岩崎橋より上流

■ 成瀬ダム完成イメージ図

流況改善

■ 岩崎橋地点

■実績流況図（m3/s）

■想定補給図（m3/s）

番水を37日間実施

番水日数37日　→　０日 となります

河川流況

津
軽
ダ
ム

目
屋
ダ
ム 貯水率　約0％

0m3
貯水率　約58％
約4,480万m3

利水容量 7,720万m3

目屋ダム利水容量

（津軽ダム完成後　※試算結果）

4月
150

160

170

180

190

200

210

貯
水
位
（
m
）

5月 6月 7月 8月

水面がよどみ、川底が露出している

川底の露出

今回渇水時：1.5ｍ³/ｓ流れている状況 5ｍ³/ｓ以上を確保している状況

岩木川

平成27年8月12日 平成27年5月20日

津軽ダムの利水容量（利水のための確保水量）は、
目屋ダムの約8倍あります。

※津軽ダムが完成した場合の試算条件
４月１日から８月１２日までの目屋ダムの実績放流量に加え、上岩木橋地点で
5m3/sを満足するための放流量を加味した運用計算による。

利水容量
約8倍

岩木川

皆瀬川

皆瀬川

皆瀬川

雄物川

皆瀬川

川底の露出

目屋ダム

津軽ダム

8月11日 8月11日

6月1日

岩館地点付近（8月10日） 椿川地点付近（8月10日）岩崎橋地点付近（8月10日）

岩
木
川
→

津軽ダム（試算結果）

津軽ダム（試算結果）

8月12日

目屋ダム最低水位(160m)

目屋ダム

流況改善

平成27年　番水期間：7/18～8/23
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←斉内
川新　町

水位観測所

八乙女公園

長野山

大仙市立中仙中

大仙市役所
中仙支所

大仙市役所
中仙総合支所

羽後長野駅 秋
田
新
幹
線

決壊箇所
秋田県大仙市清水字金鐙

←
玉
川

105

105

256

253

259

306

259

洪水 秋田県 ｜ 平成27年7月25日　斉内川の堤防決壊

渇水からの恵みの雨が一転、
前線性豪雨により雄物川支川玉川に合流する
斉内川の堤防が決壊。

秋田県が管理する斉内川において増水し堤防が決壊、浸水被害が発生。
　前線の影響による秋田県を中心とした激しい雨（総雨量約280mm）により、大仙市清水地区の雄物川水系斉内川において
増水し最高水位2.68m（氾濫危険水位+0.53m）を記録。

　25日14時40分頃に堤防（高さ=3m程度）が約20ｍにわたり決壊し、床上１戸、床下６戸、8haの浸水被害が発生。

　７月24日から25日にかけて、梅雨前線が朝鮮半島から日本海をとおって東北地方へのびて、さらに前線に向かって暖か
く湿った空気が流れ込んだため、東北地方では大気の状態が不安定となりました。秋田県では、24日昼過ぎから25日夜遅
くにかけて断続的に雨が降り、特に25日明け方から昼過ぎにかけては、局地的に非
常に激しい雨となりました。降り始め(24日12時)から25日22時までの期間降水量
は、角館205.5mm、藤里199.0mm、仙北市田沢湖高原142.0mm、八森
141.5mmとなりました。また、24日から25日にかけての最大1時間雨量は、角館
61.0mm、藤里41.0mm、八森39.0mm、湯瀬35.5mmを記録しました。この大
雨により秋田県では、洪水や浸水などの被害が発生しました。

7月25日洪水の概要

7月25日　堤防の決壊状況

天気図と気象レーダー画像　７月25日3時

河川名 観測所

玉　川

雄物川

【超過】25日13時50分

【超過】25日15時40分

長　野

神宮寺

基準水位 経過時間と水位

24日12時から25日22時までの降水量合計

はん濫注意水位　2.90m

ピーク水位

水防団待機水位　2.30m

水防団待機水位　2.30m

水防団待機水位　3.50m

はん濫注意水位　5.00m

ピーク水位

水防団待機水位　3.50m

【超過】25日14時40分

【到達】25日16時

【下回り】25日19時10分

【到達】25日19時

【下回り】26日00時30分

2.33m

3.52m

3.06m

3.25m

2.26m

4.60m

3.47m

７月25日前線　斉内川における雨量（真木雨量観測所）、水位（新町水位観測所）

雄物川水系斉内川流域を局地的豪雨が襲った。

0
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7月25日
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雨
量：（
m
m
/h）

水防団待機水位 1.40m

氾濫注意水位 1.70m

避難判断水位 1.90m

氾濫危険水位 2.15m

計画高水位 3.10m

決壊箇所　拡大図

水
位：
（
ｍ
）

秋田市

能代市

男鹿市

潟上市

にかほ市

大館市

鹿角市

湯沢市

由利本荘市 横手市

北秋田市

大仙市

雄
物
川 玉川

仙北市

大潟村

三種町

八峰町

五城目町
八郎潟町

井川町

上小阿仁村

藤里町
小坂町

東成瀬村
羽後町

美郷町

青 森 県

宮 城 県

秋 田 県

岩 手 県

山 形 県

決壊箇所
秋田県大仙市清水字金鐙

水位状況

被害状況

降雨状況

決壊箇所
7月25日
15:54

背後地　7月25日　15：59　撮影
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洪水 秋田県 ｜ 平成27年7月25日　斉内川の堤防決壊

次の降雨を乗り切るために
秋田県と国土交通省などが連携し、
迅速な応急復旧対応。

応急復旧状況

7.25 16:15 秋田県仙北地域振興局から湯沢河川国道事務所へ根固めブロックの提供依頼。
  ⇒玉川左岸5.6kに備蓄している根固めブロックの提供を承諾
7.25 18:00 大型土のう製作開始
  18:30 製作完了の大型土のうの設置開始
7.26 10:00 大型土のう370袋（100%）設置完了
  1700 背後盛土及び根固めブロック5個の設置完了
7.27  水制工設置のための仮設道路（クレーン用）整備完了

 

7.28  国総研・土研による現地調査
  ● 調 査 日 時：平成27年7月28日（火）9：00～11：30
  　　　　　　　（現地調査）13：00～14：30（打合せ）
  ● 調査実施者：国土技術政策総合研究所　３名
  　　　　　　　 土木研究所　3名

月日　　時刻 応急復旧作業・その他

7.28 国総研、土研による決壊原因現地調査（現地の応急復旧内容について、国総研より指摘有り）
7.29～ 30 応急復旧内容について国総研と調整
 ①洗掘対策（前面法面への斜水シート、コンクリートマットの敷設）
 ②揚圧力への対応（背面への大型土のう設置・砕石充填）
 ③流向を安定させるための根固めブロックの配置替え
7.31 国総研との調整結果を踏まえた応急復旧作業のための資機材調達、作業打合せ
8.1 ～ 2 川裏：大型土のう製作
8.3 川前：根固めブロック撤去
8.4 ～ 5 川前：遮水シート設置
8.6 ～ 7 川前：ブロックマット設置　　川裏：水路保護敷鉄板設置、大型土のう設置
8.8 ～ 10 川前：根固めブロック設置　※川前対策完了　　川裏：大型土のう設置
8.11～ 12 川裏：押さえ盛土砕石投入　※川裏対策完了

◆原因 決壊原因は、現地目撃証言から越流によるものと推察
 川表堤体付近にある流木による水位堰上げにより堤体侵食への影響も排除できない
 堤体すべりは土質から可能性は低い。基礎地盤の噴砂についても可能性は低い
 川裏法尻付近の被覆土層（圃場整備）の揚圧力等の可能性も考えられる。
◆復旧 出水期を乗り切る暫定復旧（応急工事）を確実に行うこと（現状では不十分）
◆本復旧に向けた調査 斉内川の堤防高調査、洪水痕跡調査の実施

月　日 応急復旧作業・その他

【堤防決壊状況　7月25日 15:54】

斉内川

調査状況

【応急復旧状況　7月26日  5:00頃】 【応急復旧完了　7月26日  17:00】

【川前：遮水シート設置　8月5日】 【川前：ブロックマット設置　8月7日】 【川前：根固めブロック設置　8月10日】

【川裏：水路保護敷鉄板設置　8月6日】 【川裏：大型土のう設置　8月10日】 【川裏：押さえ盛土砕石　8月12日】

国総研・土研　調査所見　概要
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洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

天気図（9月11日午前3時）／特別警報発表状況

※気象庁HPより引用※日本気象協会HPより引用

特別警報発表状況（9月11日午前3時20分現在）天気図（9月11日午前3時）

気象庁　防災気象情報　発表状況 9月11日午前3時20分　大雨特別警報　発表
9月11日午前7時30分　大雨特別警報　解除

9月9日0時から11日9時までの56時間の累計

線状降水帯が停滞

特別警報
警報
注意報
異常なし

凡　例

累加レーダ雨量

宮城県山形県

いわて県秋田県

福島県
新潟県

栃木県
群馬県

茨城県

埼玉県
東京都

千葉県
山梨県

神奈川県

9月11日午前00時 9月11日午前03時

9月7日からの雨雲が発達し、「線状降水帯」が停滞。
やがて観測記録を次々に塗り替える大雨に…。
東北で初の「大雨特別警報」発表も。

9月11日洪水の状況

　台風18号から変わった低気圧と日本の東を北上する台風
17号の影響で、東北南部や関東を中心に湿った空気が流れ込
み、発達した雨雲がかかり続けました。関東から東北南部に
は9日から線状降水帯と呼ばれる発達した帯状の雨雲が南北
にかかり続け、宮城県内は10日夜から11日朝にかけ、記録
的な豪雨となり、仙台管区気象台は11日午前3時20分、宮
城県に大雨特別警報を発表しました。東北での特別警報発表
は平成25年8月の制度開始後初めてとなりました。

大和町

至盛岡

至仙台

東北自
動車道

落合
橋

善川橋

新善川大橋

竹林川→

吉
田
川
↓

善
川
↓

富谷町

合流地点
9月11日
10:15

9月11日洪水の概要

制度開始以来、
東北で初の特別警報発表。降雨状況

気象レーダー画像　9月11日

30.0k

29.0k

0.4k

0.0k

28.5k

（河口からの距離）
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洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

　鳴瀬川流域の鳴瀬川では、流域平均2日雨量310mmと観測史上第1位、吉田川では流
域平均2日雨量324mmと、昭和23年アイオン台風の334mmに次ぐ観測史上第2位、
河川水位は鳴瀬川・吉田川の水位観測所15箇所のうち、13観測所で観測史上第1位を記
録しました。
　この記録的な大雨は、歴史的な被害・悲劇をもたらした、あの「カスリン台風、アイ
オン台風」を彷彿とさせるほどのものでした。

経　緯

9月7日。
台風18号発生。

9月10日。
茨城県常総市付近で鬼怒川の堤防1か所が決壊し、常総市で広範囲が水没した。

9月11日。
3時20分、宮城県に大雨特別警報を発表。
鳴瀬川の流域平均2日雨量は310mmを記録。これは観測史上1位となるもので
あった。吉田川では流域平均2日雨量324mm。これは昭和23年の「アイオン
台風」334mmに次ぐ、観測史上2位の記録となり、江合川（北上川水系）でも
流域平均2日雨量219mmを記録し、観測史上6位となった。
５時00分、渋井川決壊。
6時00分、吉田川の越水。

9月9日。
台風18号は、東海地方へ上陸し、同日夜に日本海で温帯低気圧になった。
この温帯低気圧は日本海を北東に進み、太平洋上から湿った暖かい空気を呼び
込んだ。日本の東の海上から日本列島に接近していた台風17号から吹き込む
湿った風とぶつかったことで線状降水帯が発生。

記録的な豪雨で、流域平均2日雨量が
鳴瀬川「観測史上第1位」、吉田川「観測史上第2位」、
江合川「観測史上第6位」を記録。

記録的な大雨

単位：mm

単位：mm

単位：mm

昭和の2大洪水、カスリン台風・アイオン台風を
彷彿させる脅威が流域を襲った。

1 平成27年9月11日 310.4

順位順位 既往洪水既往洪水 流域平均2日雨量流域平均2日雨量

鳴瀬川　三本木観測所鳴瀬川　三本木観測所

22 昭和22年9月14日昭和22年9月14日 284.4284.4

33 昭和23年8月12日昭和23年8月12日 274.6274.6

44 平成23年9月21日平成23年9月21日 256.9256.9

55 昭和61年8月5日昭和61年8月5日 253.6253.6

66 ーー ーー

11 昭和23年9月15日昭和23年9月15日 333.8333.8

順位順位 既往洪水既往洪水 流域平均2日雨量流域平均2日雨量

吉田川　落合観測所吉田川　落合観測所

22 平成27年9月11日平成27年9月11日 324.0324.0

33 昭和61年8月5日昭和61年8月5日 289.2289.2

44 平成23年9月21日平成23年9月21日 279.9279.9

55 昭和22年9月14日昭和22年9月14日 253.7253.7

66 ーー ーー

11 大 正 9 年 5 月 3 日大 正 9 年 5 月 3 日 277.3277.3

順位順位 既往洪水既往洪水 流域平均2日雨量流域平均2日雨量

江合川　荒雄観測所江合川　荒雄観測所

22 昭和22年9月14日昭和22年9月14日 262.1262.1

33 昭和25年8月3日昭和25年8月3日 251.7251.7

44 昭和23年9月15日昭和23年9月15日 248.4248.4

55 昭和19年7月19日昭和19年7月19日 245.9245.9

66

1位

2位

6位平成27年9月11日平成27年9月11日 219.2219.2

観測史上記録について　　　※既往洪水における流域平均2日雨量

三本木観測所

落合観測所

荒雄観測所
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田川ダム（国交）

魚取沼

二ツ石ダム（農）

鳴瀬
川

岩堂沢ダム（農）

漆沢ダム（県）

筒砂子ダム（県）

47
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洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

主要箇所の越水状況

■鳴瀬川 右岸30.1k（志田橋）
鳴
瀬
川
水
系 

鳴
瀬
川
　（
C
C
T
V
の
定
点
カ
メ
ラ
映
像
）

平常時

洪水時（9月11日 6:30）

■鳴瀬川右岸14.3k （木間塚大橋）
平常時

洪水時（9月11日 7:00）

■鳴瀬川右岸 24.6k 付近（野田橋）

■鳴瀬川右岸 21.3k 付近（中流堰）
洪水時（9月11日 6:30）

鳴瀬川中流堰

洪水時（9月11日 6:30）

野田橋

■江合川 右岸6.0k（明治水門）
北
上
川
水
系 

江
合
川
　（
C
C
T
V
の
定
点
カ
メ
ラ
映
像
）

平常時

洪水時（9月11日 11:00）

■江合川 右岸19.7k（遠田橋）
平常時

洪水時（9月11日 8:30）

■吉田川 右岸5.8k（若針排水樋管）
鳴
瀬
川
水
系 

吉
田
川
　（
C
C
T
V
の
定
点
カ
メ
ラ
映
像
）

平常時

洪水時（9月11日 5:00）

■吉田川 右岸7.8k（竹谷排水樋管）
平常時

洪水時（9月11日 7:10）

■吉田川 三川合流点  28.6k
　（新善川大橋付近）

洪水時（9月11日 7:00）

新善川大橋
善川

吉田川

洪水時（9月11日 7:00）

カメラが捉えた鳴瀬川水系・北上川水系の洪水状況

石巻湾
松島湾

追波湾

石巻市

北
上
川

北
上
川

旧
北
上
川

鳴瀬川

鳴
瀬
川

吉田川

江
合
川

江
合
川

新
江
合
川

月浜第二水門

月浜第一水門

釜谷水門

横川排水機場

梨木水門

北上大堰

南沢川水門

大沢水門

鴇波洗堰

脇谷洗堰
脇谷閘門
脇谷水門

相野谷排水機場

福地水門

追波川排水機場

鳴瀬堰

若針塩止堰若針排水樋管

竹谷排水樋管

鳴瀬川・吉田川背割堤

真野川水門石井閘門

鞍坪排水機場

明治水門
鳴瀬川中流堰

身洗川水門

鈴根五郎
排水機場

三本木排水機場

師山排水機場

唐崎水門

桑折江堰

鳴瀬川水系・北上川水系　構造物及びCCDカメラ位置図

水門・排水機場・堰など

凡　　例

CCD河川監視カメラ

新善川大橋付近

志田橋付近

遠田橋
付近

野田橋付近

木間塚大橋付近
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南三陸国道出張所石巻国道維持
出張所

飯野川出張所

松島町役場

松島海岸I.C

利府塩釜I.C

利府中I.C

大崎出張所
大崎市役所加美町役場

鳴瀬川総合開発調査事務所古川国道維持出張所

涌谷出張所

鹿島台出張所

涌谷町役場

松島北I.C

鳴瀬奥松島I.C

石巻港I.C

富谷J.C.T（仮称）

利府しらかし台I.C

大和I.C

泉I.C

利府塩釜I.C

利府J.C.T

利府中I.C

松島海岸I.C

松島北I.C

矢本I.C

石巻港I.C
石巻河南I.C

河北I.C

桃生I.C（仮称）

登米I.C（仮称）

鳴瀬奥松島I.C

松島大郷
I.C

古川I.C

鳴瀬川総合開発調査事務所

大崎出張所

古川国道維持出張所

石巻国道維持
出張所

築館I.C

涌谷出張所

三
陸
自
動
車
道

三
陸
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

仙
台
北
部
道
路

米谷出張所

鹿島台出張所

大崎市役所加美町役場

色麻町役場

大衡村役場

富谷町役場

大郷町役場

涌谷町役場

登米市役所

栗原市役所

美里町役場

石巻市役所

東松島市役所

松島町役場

大和町役場

鳴瀬出張所

飯野川出張所

南三陸国道出張所

北上川下流河川事務所

鳴子国道維持
出張所

江

長沼

伊豆沼

内沼

蕪栗沼

合
川

鳴瀬川

吉田川吉田
川 善

川

旧北上川

石　巻　湾

北上川

北
上
川

鳴
瀬
川

新
江
合
川

江
合
川

鳴
瀬
川

田川

化女沼ダム（県）

小田ダム（県）

長沼ダム（県）

牛野ダム

南川ダム

宮床ダム

惣の関ダム（県）

七北田ダム

大倉ダム

加　美　町

色　麻　町

大　和　町

大　郷　町

涌　谷　町

美　里　町

松　島　町

東松島市

石　巻　市

登　米　市

大　崎　市

富　谷　町 利　府　町

大　衡　村

347

457

108

457

346 398

342

346

47

45

45

4

4

難波

明石

落合

粕川
鹿島台

洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

■　9月12日　堤防越水・崩落箇所の緊急調査を開始被災状況

崩落土砂撤去作業況 ■　9月13日～14日　崩落土砂の撤去
吉田川支川善川の崩落個所の緊急復旧

堤防の緊急復旧状況【国管理】

※この他に10箇所が被災。応急対応を行った。

9月11日の洪水で、越水による堤防の崩落・亀裂が発生した吉田川支川善川において、
9月13日15時30分より24時間体制で、堤防の緊急復旧工事に着手しました。
その後、護岸工に着手し、16日17時00分に護岸工が完了しました。

越水箇所の確認 越水箇所の確認堤防崩落箇所

崩落土砂の除去 崩落土砂の除去 崩落土砂の除去

盛立状況 ■　9月15日12時00分　盛土完了

盛土状況 盛土状況 盛土完了

復旧完了状況 ■　9月16日17時00分　護岸工完了

遮水シート敷設完了 護岸ブロック設置状況 護岸工完了全景

越水により堤防が被災
緊急復旧箇所

善川左岸0.2k付近

新善川大橋

善川

過去の教訓を活かすことが
迅速な復旧対応につながった。
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洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

総排水量213万m3。延べ680時間13分の
ポンプ排水で、25mプール約7,110杯分を排水

大崎市古川米袋付近における排水ポンプ稼働状況
（多田川左岸2.６k付近）

排水ポンプ車による緊急排水

排水ポンプ車・排水機場の稼働状況

排水完了後

出水状況 作業期間（9月12日16:00～9月13日19:40）
大江川排水機場

檜和田排水機場

後谷地排水機場

作業期間（9月12日14:00～9月13日16:30）

作業期間（9月12日11:00～9月14日10:00）

氾らん被害の最小化、
昼夜問わずの排水作業で、
短期間で排水を完了。

56,900北上川水系　合計 4時間30分

4時間30分

62時間50分

47時間32分

60時間45分

26時間20分

44時間25分

51時間53分

56,900

452,400

102,700

437,400

56,880

207,870

130,740

排水機場　合計　298時間15分　1,444,890

鳴瀬川水系　合計　293時間45分　1,387,990

名称 場所 （規格）排水ポンプ車台数 最大排水時間 排水量（㎥）

（30m3/分）1台

（30m3/分）1台

（30m3/分）3台

（30m3/分）2台

（30m3/分）6台

（30m3/分）1台

（30m3/分）1台

（30m3/分）1台

（30m3/分）2台

（30m3/分）1台

（30m3/分）2台

（30m3/分）1台

（30m3/分）3台

石巻市成田境前

大崎市古川旭地内

涌谷町三軒屋敷

大崎市古川米袋

大崎市古川西新井

大崎市三本木字南町

大崎市三本木字千貫森

大和町落合三ヶ内

大和町落合桧和田

大和町鶴巣大平

大和町古川師山

大崎市三本木

大崎市古川米袋

⑧後谷地排水機場

⑨中島排水樋管

⑩鳥谷坂排水機場

⑪米袋排水機場

⑫若木橋下流

⑬百間堀排水樋管

⑭千貫森排水樋管

⑮三ヶ内排水機場

⑯桧和田排水機場

⑰西川排水機場

⑱師山排水機場

⑲三本木排水機場

⑳大江川排水機場

84,600

14,640

71,730

72,600

101,190

24,960

3,000

35,250

123,000

10,800

42,150

72,300

31,590

47時間00分

8時間08分

39時間51分

40時間20分

56時間14分

13時間52分

1時間40分

19時間35分

68時間10分

6時間00分

23時間25分

40時間10分

17時間33分

排水ポンプ車稼働状況：9月14日 20:00時点
水系

北上川

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

北上川

鞍坪川

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川

多田川

多田川

河川名 水系

北上川 北上川

北上川 新江合川

北上川 江合川

鳴瀬川 多田川

鳴瀬川 多田川

鳴瀬川 鳴瀬川

鳴瀬川 鳴瀬川

鳴瀬川 吉田川

鳴瀬川 吉田川

鳴瀬川 吉田川

鳴瀬川 新江合川

鳴瀬川 多田川

鳴瀬川 多田川

河川名名称 場所 最大排水時間 排水量（㎥）

排水機場稼働状況：9月14日 20:00時点

北上川水系　合計　94時間59分　170,970

排水ポンプ車　合計　381時間58分　687,810

鳴瀬川水系　合計　286時間59分　516,840

江合川→

⑩

①

②

③

④
⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑱

⑲

⑳
⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

⑰

⑯

江合橋

志田橋

古川駅

田橋

新田橋

二小屋橋

鳴瀬大橋

天王橋

飯野川橋

神取橋
北上大橋

新涌谷大橋

涌谷大橋

柳津大橋

登米大橋

三陸
自動
車道

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

新江合橋

旧北上川

北上川
→

鳴瀬川→

善川→ 吉田川→

竹林
川→

多田川

新
江
合
川
↓

北
上
川
↓

旧
北
上
川
↓

大崎市

至盛岡

国管理区間

至盛岡

国道4
号

国道4
号

渋井川↓多
田
川
↓

渋
井
川
↓

多
田
川
↓

大崎市

合流地点
9月11日
18:15

合流地点
9月13日
11:00

30.0k
（河口からの距離）

30.0k
（河口からの距離）

桧和田排水機場での排水ポンプ稼働状況
（吉田川左岸23.６k付近）

渋井川緊急復旧箇所における
排水ポンプの稼働状況

登米市津山町柳津

東松島市西福田

大崎市鹿島台

大崎市松山次橋

大崎市古川師山

大崎市三本木

大崎市古川米袋

①本町排水機場

②鞍坪排水機場

③船越排水機場

④鈴根五郎排水機場

⑤師山排水機場

⑥三本木排水機場

⑦大江川排水機場

国管理区間
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洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

水防活動の状況

月の輪工は、地元水防団と建設業者が連携、重機を活用して実施。

シート張り工により堤防の洗掘対策を実施 土のう積み工により堤防の越水を防止

■江合川右岸　涌谷町字砂田地内（河口から9.8k 付近）

■吉田川左岸　大崎市鹿島台大迫上志田地内（河口から16.0k 付近）

9月11日

自衛隊等が出席した大崎市の防災会議
（決壊した渋井川の緊急復旧等について協議）

　鳴瀬川、吉田川、江合川などでは、地元の水防団と防災エキスパートや建設業者の連携した水防活動
によって、堤防の越水や漏水の防止のための水防活動が各地で実施され、堤防の決壊を防ぐことができ
ました。

リエゾンの派遣
　災害対応を実施する自治体に対して技術的助言や連絡調整を行うため、東北地方整備局で
は被災自治体などにリエゾン派遣を行っています。
　9月11日には北上川下流河川事務所から大崎市、大和町、涌谷町、富谷町に対して計8名、
12日には大崎市、大和町、栗原市に対して計6名、13日は大崎市、栗原市に対して計3名
を派遣。14日から16日までは大崎市に2名派遣し、16日20時の撤退をもって、全ての自
治体へのリエゾン派遣が終了しました。

TEC-FORCEの支援
　リエゾン派遣の他、東北地方整備局以外の国土交通省の地方整備局より、災害対策の「専
門知識を持つスペシャリストで構成された「TEC-FORCE」が、排水ポンプ車と共に、支援
のため集結しました。吉田川 左岸16.0k 箇所では、堤防の背後から吹き出した漏水に対し、地元水防団と連携し、水防活動を実施しました。

その他にも4箇所の漏水箇所において水防活動を実施しました。

月の輪工による漏水対策を実施 月の輪工の完了状況

大和町の防災会議等を通じて排水ポンプ車の配置などについての情報を共有

【派遣状況 ※延べ人数】
●宮城県　　　　  2 名
●宮城県大崎市　12名

●宮城県栗原市　3名
●宮城県大和町　4名
●宮城県富谷町　2名

●宮城県涌谷町　　2名
●岩手県一関市　　2名
●福島県南会津町　4名

東北地方整備局から
被災地自治体（1県3市４町）への

リエゾン派遣状況

●北海道開発局　　　延べ40名・・・・・排水ポンプ車  延べ 12台
●北陸地方整備局　　延べ18名・・・・・排水ポンプ車  延べ 15台
●中部地方整備局　　延べ44名・・・・・排水ポンプ車  延べ 17台

TEC-FORCEの支援状況

TEC-FORCE作業状況 TEC-FORCE現地調査状況 排水ポンプ車出動状況

水防団、地元建設業者等と連携した水防活動

リエゾンとTEC-FORCEの状況

大崎市 大和町

官民を挙げたエキスパートが結集、
　　それぞれのスキルを活かし、対応。
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洪水 宮城県／鳴瀬川・吉田川・江合川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

渋井川の堤防決壊箇所

渋井川の堤防決壊箇所位置

渋井川の堤防決壊箇所拡大図

西荒井上流

東
北
自
動
車
道

渋
井
川
↓

多田川↓

東
北
新
幹
線

国
道
４
号

西荒井中流

西荒井下流

●9月12以降

　24時間体制にて
　安全度確保ための
　緊急復旧事業を実施

●9月14日
　17時00分

　全ての工区での盛土
　完了、安全度の確保

9月
14日13日 16日15日12日

●9月16日
　7時00分

　全ての工区において
　補強のための護岸完了

■西荒井下流地区

施工状況 緊急復旧完了

■西荒井中流地区

■西荒井上流地区

9月15日10時30分

9月16日7時00分

9月15日15時00分

宮城県の要請を受け、24時間体制で堤防の緊急復旧工事に着手

渋井川の出水状況と堤防緊急復旧状況

国土交通省では宮城県の要請を受け、9月12日10時00分より24時間体制で堤防の緊急復旧工事に着手しました。
12日に3箇所のうちの2工区に着手、13日に残り1工区に着手し、14日には全ての工区で盛立を完了しました。
引き続き、堤防補強のための護岸を施工し、緊急復旧工事を完了させ、16日7時には宮城県へ引き継ぎました。

渋井川

国道4号

多田川

至仙台

至盛岡

大崎市

緊急復旧状況

■渋井川緊急復旧概要図

3m

▽ 被災時水位

復旧盛土

補強護岸

吸出防止材
3m

1:
1.
5

●9月11日
　17時00分

　堤防決壊箇所の
　緊急調査を実施

●9月12日
　10時00分

　工事用道路着手

●9月12日
　15時00分

　堤防の緊急復旧
　に着手

UAV等を活用し、被災状況の調査を実施

決壊箇所までの工事用道路の敷設

下流工区で堤防盛立に着手

昼夜を分かたず緊急復旧盛土材を搬入

下流工区での盛立完了の様子

護岸での補強を完了した中流工区の堤防

9月11日、宮城県管理の渋井川
計3箇所で堤防が決壊し、
甚大な被害が発生。

緊急復旧工事工程

西荒井
上流地区

西荒井
中流地区

西荒井
下流地区

15:00
復旧着手

14:00
盛土完了・護岸着手

1５:00
復旧完了

11:00
復旧着手

17:00
盛土完了・護岸着手

7:00
復旧完了

16:25
復旧着手

搬入路
達成
10:00
着手

10:00
盛土完了・護岸着手

10:30
復旧完了
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6

4

仙台若林JCT

名取

亘理

仙台南

仙台空港

名取市 仙
台
東
部
道
路

仙台空港

名取川

岩沼市

仙台南部道路

洪水 阿武隈川下流・名取川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

単位：mm

11 昭和61年8月昭和61年8月 248248

順位順位 既往洪水既往洪水 流域平均2日雨量流域平均2日雨量

岩沼観測所岩沼観測所

22 平成14年7月平成14年7月 221221

33 平成23年9月平成23年9月 215215

44 平成10年8月平成10年8月 191191

55 平成27年9月平成27年9月 144144

234234

流域平均2日雨量流域平均2日雨量

丸森観測所丸森観測所

222222

216216

199199

119119

（T.P;m） 岩沼観測所岩沼観測所 丸森観測所丸森観測所

単位：mm

11 昭和25年8月昭和25年8月 362.2362.2

順位順位 既往洪水既往洪水 流域平均2日雨量流域平均2日雨量

名取川（名取橋上流）名取川（名取橋上流）

22 昭和61年8月昭和61年8月 311.2311.2

33 平成23年9月平成23年9月 291.0291.0

44 昭和16年7月昭和16年7月 276.1276.1

55 昭和19年9月昭和19年9月 272.7272.7

66 平成27年9月平成27年9月 255.6255.6

昭和19年9月昭和19年9月 379.3379.3

既往洪水既往洪水 流域平均2日雨量流域平均2日雨量

広瀬川（広瀬橋上流）広瀬川（広瀬橋上流）

昭和25年8月昭和25年8月 377.4377.4

昭和61年8月昭和61年8月 269.6269.6

平成27年9月平成27年9月 266.4266.4

昭和22年9月
（カスリン台風）
昭和22年9月
（カスリン台風） 227.5227.5

平成23年9月平成23年9月 218.6218.6

11 平成14年7月平成14年7月 8.318.31

順位順位 既往洪水既往洪水 最高水位（m）最高水位（m）

名取川（名取橋上流）名取川（名取橋上流）

22 平成6年9月平成6年9月 8.128.12

33 平成24年6月平成24年6月 8.128.12

44 平成27年9月平成27年9月 7.997.99

55

平成27年9月平成27年9月 2.402.40

既往洪水既往洪水 最高水位（m）最高水位（m）

広瀬川（広瀬橋上流）広瀬川（広瀬橋上流）

平成元年8月平成元年8月 2.222.22

昭和57年9月昭和57年9月 2.092.09

平成14年7月平成14年7月 1.941.94

平成23年9月平成23年9月 7.897.89 平成24年6月平成24年6月 1.851.85

11 昭和16年7月昭和16年7月 8.048.04

順位順位 既往洪水既往洪水 最高水位（m）最高水位（m）

22 昭和61年８月昭和61年８月 7.627.62

33 昭和23年９月昭和23年９月 7.437.43

44 昭和13年９月昭和13年９月 7.427.42

55

昭和16年7月昭和16年7月 22.6522.65

既往洪水既往洪水 最高水位（m）最高水位（m）

平成14年7月平成14年7月 22.2322.23

昭和61年8月昭和61年8月 22.2222.22

平成10年8月平成10年8月 22.2222.22

昭和33年９月昭和33年９月 7.357.35 昭和13年9月昭和13年9月 22.1022.10

66 平成14年7月平成14年7月 6.916.91

77 平成10年8月平成10年8月 6.896.89

88 昭和19年10月昭和19年10月 6.846.84

99 昭和31年７月昭和31年７月 6.766.76

1010

昭和23年9月昭和23年9月 22.1022.10

昭和33年9月昭和33年9月 21.7021.70

平成23年9月平成23年9月 21.6121.61

昭和41年9月昭和41年9月 21.3421.34

平成22年9月平成22年9月 6.726.72 昭和31年7月昭和31年7月 21.2821.28

1111 平成27年9月平成27年9月 21.2221.22

1919

11

順位順位

22

33

33

55

55

77

88

99

1010

1111

平成27年9月平成27年9月 5.865.86

阿武隈川・名取川流域も
雷を伴った猛烈な雨に襲われた。

　阿武隈川下流では流域平均2日雨量は「観測史上第５位」、名取川では流域平均2日雨
量「観測史上第6位」、広瀬川で流域平均2日雨量「観測史上第4位」を記録しました。
河川管理施設の被災や堤防の被災、内水排除作業、水防活動など仙台河川国道事務所に
おいても懸命の対応が行われました。

阿武隈川下流流域・名取川下流流域の観測記録

阿武隈川下流流域の観測記録

■ 既往洪水における最高水位

■ 既往洪水における流域平均2日雨量

名取川下流流域の観測記録

■ 既往洪水における最高水位

■ 既往洪水における流域平均2日雨量

経　緯

阿武隈川流域の阿武隈川下流（岩沼地点上流）では、流域平均2日雨量144mm
と平成10年8月の台風4号による降雨量191mmに次ぐ観測史上第5位を観測。

名取川流域の名取川（名取橋地点上流）では、流域平均2日雨量256mmと昭和
19年9月の降雨273mmに次ぐ観測史上第6位、広瀬川（広瀬橋地点上流）では、
流域平均2日雨量266mmと昭和61年8月の台風10号による降雨の270mmに
次ぐ観測史上第4位を観測。

平成になってからは、
例を見ないほどの大洪水となった。

広瀬川合流点
9月11日
13:00

阿武隈川下流
雉子尾川合流点
9月11日
12:00

名取川
名取橋周辺
9月11日
14:00

岩沼観測所

広瀬橋観測所

名取橋観測所

※自記観測開始（名取橋昭和43年～、広瀬橋昭和37年～）からのデータによる整理
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阿武隈川下流・名取川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨洪水

P43

河川管理カメラからの映像

9月11日 2:00 9月11日 5:50

平水位※から
約6.2m上昇

平常時

高水時

※過去5ヵ年平均

河川管理カメラからの映像

平水位※から
約6.7m上昇

平常時

高水時

※過去5ヵ年平均

水
位
（m）

水
位
（m）

真夜中の増水は、
住民たちに更なる不安を与えた。

阿武隈川流域主な地点の出水状況

■ 丸森橋周辺の状況　9月11日12:50 ■ 江尻周辺状況　9月11日12:10

■ 岩沼地点、丸森地点水位及び流域平均2日雨量

阿武隈川下流流域の状況

岩沼観測所
の状況

丸森観測所
の状況

阿武隈川下流丸森橋（河口から37.2k付近） 阿武隈川下流江尻（河口から20.8k付近）

9月9日 9月10日 9月11日 9月12日

9月9日 9月10日 9月11日 9月12日

雨
量
（㎜）

雨
量
（㎜）

雨量（岩沼上流流域平均）

水位（H27.9 岩沼）

雨量（丸森上流流域平均）

水位（H27.9 丸森）
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9 10

水
位
（m）

雨
量
（㎜）

9月9日 9月10日 9月11日 9月12日

水
位
（m）

雨
量
（㎜）

9月9日 9月10日 9月11日 9月12日

阿武隈川下流・名取川 ｜ 平成27年9月11日　関東・東北豪雨

■ 名取橋周辺状況　9月11日14:00

■ 仙台市「緊急速報メール」

■ 広瀬橋周辺状況　9月11日14:00

洪水

河川管理カメラからの映像 広瀬川広瀬橋（河口から3.6k付近）

平水位※から
約4.5m上昇

平常時

高水時

※過去5ヵ年平均

名取川名取橋（河口から7.6k付近）河川管理カメラからの映像

平水位※から
約3.3m上昇

平常時

高水時

※過去5ヵ年平均

P45

■ 名取橋（名取川）地点、広瀬橋（広瀬川）地点水位及び流域平均2日雨量

名取川流域の状況

名取橋
観測所
の状況

広瀬橋
観測所
の状況

大洪水が、
都市部を襲う。

名取川流域主な地点の出水状況

9月11日 1:10 9月11日 1:00

９月１１日
 
避難勧告発令　河川
こちらは仙台市です。
大雨により河川氾濫発生の危険度が高
まっているため、0時30分に以下の地区
に避難勧告を発令しました。
広瀬川の愛宕橋から名取川合流点まで
の区間、両岸堤防からおよそ300メート
ル以内にお住いの方は避難してくださ
い。避難が難しい場合は、建物の上階等
に避難してください。
対象地域と避難所の詳細はテレビ、ラジ
オ、市ホームページ、危機管理室
Twitterでご確認ください。
（仙台市）

雨量（名取橋上流流域平均）

水位（H27.9 名取橋）

雨量（広瀬橋上流流域平均）

水位（H27.9 広瀬橋）
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資料：消防庁

※気象庁HPより引用

※写真は当該事象とは関係ありません。

※気象庁HPより引用

海外の主な津波の観測状況（18日0時35分現在）

チリ
チリ

仏領ポリネシア
仏領ポリネシア
米国ハワイ州
米国ハワイ州
米領サモア

コキンボ
イースター島
リキテア
ヌクヒバ
ヒロ
カフルイ
パゴパゴ

４．８ｍ
０．８ｍ
０．３ｍ
１．４ｍ
０．９ｍ
０．７ｍ
０．７ｍ

青森県 むつ市関根浜 9時56分 0.2ｍ
 むつ小川原港 9時09分 0.2ｍ
 八戸港 10時19分 0.3ｍ

岩手県 宮古 12時27分 0.2ｍ
 大船渡  9時05分 0.3ｍ
 釜石 10時01分 0.3ｍ
 久慈港 ９時38分 0.8ｍ

宮城県 石巻市鮎川 10時44分 0.3ｍ
 仙台港 11時55分 0.3ｍ
 石巻港 13時20分 0.2ｍ

福島県 いわき市小名浜 8時51分 0.2ｍ
 相馬 10時31分 0.3ｍ

予報区名称 到達予想時刻

青森県太平洋沿岸 18日05時30分頃
青森県日本海沿岸 18日06時00分頃
岩手県 18日05時30分頃
宮城県 18日05時30分頃
福島県 18日06時00分頃

東北地方の津波観測値
平成27年9月18日16時25分現在（最大波）

津波注意報

■ 東北各地の津波到達予想時刻と津波観測値

国・地域名 検潮所名 津波の高さ

津波 太平洋側沿岸 ｜ 平成27年9月17～18日　チリ地震による遠地津波

　1960年に起こったチリ地震では日本列島に巨大な津波が押し寄せ甚大な被害
をもたらした。過去の経験から学び、9月17日に起こったチリ中部沖地震におい
ても津波の被害を軽減するために東北地整管内でも津波到達に備え、堰・水門の
操作を適宜行った。

●発生日時：9月17日07時54分頃（日本時間）
●マグニチュード：８.３
●場所：チリ中部沖（南緯31.5度、西経72.0度）
　　　（震源は太平洋津波観測警報センター（PTWC）による）
●地震構造：東西方向に圧力軸を持つ逆断層型
●18日03時00分、津波注意報を発表。

＜以下の地方に津波注意報＞
北海道太平洋沿岸東部、北海道太平洋沿岸中部、
北海道太平洋沿岸西部、青森県太平洋沿岸東部、
青森県日本海沿岸、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、
千葉県九十九里・外房、千葉県内房、東京湾内湾、伊豆諸島、
小笠原諸島、相模湾・三浦半島、静岡県、愛知県外海、
伊勢・三河湾、三重県南部、和歌山県、徳島県、高知県、
愛媛県宇和島沿岸、大分県瀬戸内海沿岸、大分県豊後水道沿岸、
宮崎県、鹿児島県東部、鹿児島県西部、種子島・屋久地方、
奄美群島、トカラ列島、沖縄本島地方、宮古島・八重山地方、
大東島地方

実際の潮位

９月１７日、チリ中部沖で強い地震が発生。
太平洋沿岸部に緊張が走った。

9月17日07時54分頃にチリ中部沖で発生した地震の概要

9.17.AM7:54、チリ中部沖地震発生、
9.18.AM3:00、津波注意報発表。
幸い、大きな被害なく安堵。

津波注意報の範囲は、
日本列島全体に。
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125˚

130˚

130˚

135˚

135˚

140˚

140˚

145˚

145˚

25˚ 25˚

30˚ 30˚

35˚ 35˚

40˚ 40˚

45˚ 45˚

125˚

125˚

130˚

130˚

135˚

135˚

140˚

140˚

145˚

145˚

25˚ 25˚

30˚ 30˚

35˚ 35˚

40˚ 40˚

45˚ 45˚

久慈港の
潮位変化

地震の概要

潮位観測情報　久慈［気象庁］

天文潮位

高潮注意報基準

高潮警報基準

：大津波警報

：津波警報

：津波注意報

※気象庁HPより引用
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■ 馬淵大堰（馬淵川河口）

■ 新浜水門（阿武隈川河口）

津波 太平洋側沿岸 ｜ 平成27年9月17～18日　チリ地震による遠地津波

整備局内の様子（9月8日5:50頃）

名取川左岸藤塚警報所CCTV定点カメラの監視
（9月18日9:00）

テレビの津波情報

八戸出張所内の対応

東北地整所管の排水樋門などの操作状況

津波到達に備え
操作した施設数 全閉 半開 全開

北海道開発局
東北地方整備局
関東地方整備局
中部地方整備局
近畿地方整備局
四国地方整備局
九州地方整備局

7
2
19
19
7
20
46

0
2
6
16
3
11
25

7
0
13
3
4
9
21

0
0
0
0
0
0
0

現在の状況
地方整備局名緊張の中で夜を徹しての監視

そして、緊急操作。

河口から0.4kに位置する新浜水門

河口から2.6kに位置する馬淵大堰

馬淵川

阿武隈川
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